研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑２Ｆ介護　　職　種　介護福祉士　　氏　名　竹内　健太

	期　　間　　平成20年10月18日

	出張目的　第18回　青森県長寿研究会

	出 張 先　青森市市民ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

今回で青森県長寿研究会へは3回目の研修参加となった。

当施設での研究発表に関して発表には今回長寿研究会に初めて参加した者が発表者となったが、落ち着いて発表できており、しっかりと演題を伝えることができたと思う。今回の当施設での取り組みは「おむつ交換からトイレ誘導への挑戦」についての発表になったが、実施方法の説明から結果までは詳しく説明できており分かりやすかったが、その後の結果や考察の部分でトイレ誘導移行後の利用者様の向上の変化やオムツの使用金額のコストダウンへの繋がり、実施後の職員の意識の変化など結果と考察に同じように重なっている点があり、多少しつこいなと感じた。オムツ交換からトイレ誘導への変化を重点的に発表することにより、何を伝えたいのか分かりやすくなると感じた。

発表後、座長より「今回のような取り組みはどの施設でも抱えている問題であり、このような取り組みは大変素晴らしいと思います。今後も熱心に取り組んで下さい」とお話があった。質問は会場からはなかった。

次の演題発表施設も同じように「排泄ケアの取り組み～個別的なケアを目指して」について排泄の取り組みの発表になったが、この取り組みはおむつ交換者に対して排泄パターンの調査を行い、おむつ交換時の時間、回数、パット変更について重点的な発表になっており、その点に関しては当施設でも以前より取り組めている内容で合ったため、勝っていると感じた。しかし、夜間の排泄状況に応じて居室の割り振りをしており、夜間の排泄自立者であったり介助の際の音や明かりにまで気を配っており、そのような雑音を気にする方にとっては「気にせず安心して夜間眠れるようになった」との成果もあり、気にして介入すべき点だと感じた。

色々な取り組みを学んでみて気になった点は、他施設が様々な職種から演題がでていたこと、南山苑からはここ数年を見てみても介護面からの演題しか発表できていなく、それが決して悪いことではないが、他施設を見てみると看護師であったり作業療法士や理学療法士、相談員や栄養士での取り組みも少なくない。役職の大半が介護職ということもあるが、もっと全体的に職種間の連携を強め一つの事に取り組むことでより良い取り組みができ、苑全体がまとまっていくのでないかと感じた。各部署での取り組みも様々な取り組みができるが、他職種での取り組みも面白くなるのではと感じた。また、介護職にかたよっている長寿研究会の参加を他職種が参加することで同職種の取り組みが聞けて向上を図れるのではないかと感じた。

一般演題での取り組みで気になる演題は2例ありました。

· 音楽療法の効果について　　

～青森県慈恵会病院～

［はじめに］

人間にとって音楽は必要不可欠なものであり、精神的・社会的・身体的に影響を等している。私たちが病棟レクリエーションしている中に音楽を取り入れ、夜はリラクゼーション効果があるといわれるオルゴール音楽を流し、音楽療法について研究したので発表する。

［目的］

受動的・能動的方法を用いてリラクジェーション・コミュニケーション・残存機能維持・精神安定を図るというものであった。

［考察］

能動的方法では身体的・精神的に歌を歌うこと自体が心肺機能を高める効果、受動的方法は気分転換や情緒の安定に効果があったと考える。今後の音楽療法（オルゴール音楽）を続けていく中で、自律神経を正常に保ち、人間本来の持っている自然治癒能力を促進させていく事ができるのではないかと考える。

音楽は精神的・身体的・社会的に影響を及ぼすものであり、能動的方法は歌詞カードを作成して渡し、音楽を聞きながら歌うというもので効果は普段発語が少なく、控えめに思われていた患者様が積極的に歌うようになったこと。受動的方法は不眠傾向な方に対して消灯後2時間ほど本人の近くでオルゴール音楽を流したことにより不眠傾向となっていた利用者様に数日、音楽を流したところ「落ち着くので音楽をかけてほしい」と訴えがあったというものであった。能動的方法である歌詞カードでのレクリエーションは当苑での取り組みを行っているが、受動的方法である夜間不眠傾向である利用者さまへの取り組みはあまりできていない。不眠である利用者様に対しては日中帯に傾眠して頂かないように声掛けやレクリエーションへの参加して頂いたり、人によっては投薬を再確認しているが、

今回の事例のような取り組みはやってみたいと感じた。これにより気分転換や情緒の安定に効果が上がり夜間不眠傾向の方が安心してぐっすりと眠れるようになったり、眠剤を使用している方が不要になることで不眠による事故防止やコスト削減に繋がっていくのではないかと感じた。

· 1日1個のりんごは便秘を遠ざける　　　

　～ユニット型介護老人保健施設　青照苑～

［抄録］

当苑の入所者９０％以上の方が、排便困難で定期的に下剤の服用や摘便・浣腸等の処置が行われている。また、下剤を服用し続ける事によって、酸化マグネシウム等が体内に蓄積されていくような副作用がある。人間にとって薬を服用せずに、自然な食べ物を利用し自然は排便を促していきたい。その為、身近な物に目を向け、食物繊維等の成分が含まれている青森県品「りんご」に着目する。さらに、高齢者にとって身近な食べ物「煮りんご」ではないかと考える。煮りんごを調理する際に、カロリーが砂糖の半分で大腸の調子を整える「オリゴ糖」で甘み付けをすれば、より効果を得るのではないかと思い、オリゴ糖併用を試みることにする。

そこで今回、私たちは他職員協力のもと「24時間排便記録用紙」を使用し、いつ何を食べたのか、排便の状況を調査した。その結果からどのような変化が見られたのかを経過方報告する。

当苑においても便秘や排便困難な利用者様がおられます。下剤を中心として処置が行われていますが、このような自然排便ができるような取り組みをしていきたいと思う。

下剤を使用していると腹痛の訴えや下痢気味になられたり、便失禁をもたらす状態にもなっている。その結果から、下剤を拒む利用者様もおられる。

課題としては、煮りんごで食物繊維が十分に確保できるのか、煮りんごばかりで飽きがこないのかが課題としてあげられる。栄養士との取り組みが重点的に必要とされるが、自然排便を促すことが在宅復帰へも繋がっていくため、このような取り組みは大切だと感じた。
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